
コロナウイルスに伴う規制も緩和され、社会的にコロナ禍以
前の様相が戻りつつあります。町内でもふれあいサロンをはじ
めとした集い場の開催が、少しずつ増えてきています。「ほっと
かないまち」の実現は、身近な人達と知り合い、言葉を交わすこ
とから始まると思います。今年度も関係機関のみなさん、そして
町民のみなさんと共に、あたたかな地域を目指して取り組んでい
きたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　  （塩浜）
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ありがとう
ございます

社会福祉事業基金

心よりお悔み申し上げます

　　● 堀川ふじ子さん（久々子）より、　

　故 滋さんのご香典の一部　　　

　100,000円（児童福祉へ）
　　● 家光崇さん（松原）より、　　　

　故 和彦さんのご香典の一部　　　　

　200,000円
　　● 吉田寛司さん（北田）より、　　

　故 間子さんのご香典の一部　　

　100,000円
　　● 中川文雄さん（興道寺）より、　

　故 三枝さんのご香典の一部　　

　100,000円（吉右ヱ門さん家　
　へ）、　50,000円（社会福祉事　　　

　業へ）
　　● 杉山陽子さん（新庄）より、　　

　故 山本あい子さんのご香典の　

　一部100,000円
　　● 木村慎一さん（興道寺）より、　

　故　毅さんのご香典の一部　　　

　100,000円
　　● 寺尾一徳さん（佐野）より、　　

　故　政孝さんのご香典の一部　　

　100,000円 
　　● 北村正志さん（早瀬）より、　　

　故　晋さんのご香典の一部　　　

　200,000円
　　● 市川正義さん（河原市）より、　

　故　と美枝さんのご香典の一部　

　100,000円

篤志寄付

●   赤坂奈穂美さん（敦賀市）より、
イベント収益の一部 3,000円
（社会福祉事業へ）
●   とく名さんより、156,543円　
（社会福祉事業へ）

使用済み切手

●   ㈲横山電気工事さん（河原市）
●   小林幸彦さん（新庄）
●   美浜町健康福祉課さん
●   吉崎水産さん（日向）
●   脇春美さん（佐田）
●   総合運動公園管理事務所さん
（久々子）
●   ㈲若狭プラントサービスさん　
（河原市）
●   美浜町税務課さん
●   寺尾和美さん（佐野）
●   ㈱レインボーラインさん　　　
（若狭町）
●   神田久子さん（久々子）
●   ㈱カモコンさん（久々子）
●   とく名さん

使用済みテレカ

●   津原久子さん（小倉）

書き損じはがき

●   ㈱美浜モーターサービスセンター
さん（郷市）

ベルマーク

●   総合運動公園管理事務所さん
（久々子）
●   ㈱美浜モーターサービスセンター
さん（郷市）

●   片坂慶子さん（郷市）
●   小林幸彦さん（新庄）

未使用切手

●   脇春美さん（佐田）

未使用テレカ

●   神田久子さん（久々子）

未使用はがき

●   津原久子さん（小倉）

その他
各種サービスにいただきました

●   一般社団法人 生命保険協会
福井県協会さん（福井市）より、
軽自動車

●   家光崇さん（松原）より、介護用
品、衣料品

●   熊谷明美さん（郷市）より、介護
用品

●   倉田愛子さん（坂尻）より、家電
●   美浜町シルバー人材センターさん
より、介護用品、雑貨

●   とく名のみなさんより、米、介護用品

「デイサービスセンターほほえみ」に
いただきました

●   とく名さんより、福祉用具

「でんでんむしの家」にいただきました

●   八木賢さん（郷市）より、野菜
●   若 狭 美 浜HAMABERRYさん
（郷市）より、果物
●   とく名のみなさんより、野菜、果
物、お菓子、日用品

「弥右ヱ門さん家」にいただきました

●   若 狭 美 浜HAMABERRYさん
（郷市）より、果物
●   とく名のみなさんより、雑貨、食材

「吉右ヱ門さん家」にいただきました

●   山本康雄さん（佐柿）より、食材、
野菜

●   松井多栄子さん（佐柿）より、野菜
●   若 狭 美 浜HAMABERRYさん
（郷市）より、果物

《令和５年 1／１～3／３1》

※氏名、名称、金額、品名などについて、了解を得た方のみ掲載させていただきます。
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4月4日、西誓寺（上野区）での「寺カフェ×ふれあいサロン」の様子。満開の桜の下で憩う区民のみなさん。

ほっとかないまちづくり
-創り出す“福祉”-

特集



制
度
の
は
ざ
ま
と
は
？

み
な
さ
ん
は「
制
度
の
狭
間（
は
ざ
ま
）」と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
こ
れ

は
、生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
な
が
ら
も
、そ
れ
に

対
応
す
る
公
的
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
、

も
し
く
は
あ
っ
て
も
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
状

態
を
言
い
ま
す
。
ゴ
ミ
屋
敷
、ひ
き
こ
も
り
、不

登
校
、近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、昨
今

の
生
活
課
題
は
多
様
化
、ま
た
複
雑
化
し
て
お

り
、そ
の〝
制
度
の
狭
間
〞の
解
消
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

創
り
出
す
福
祉

そ
ん
な
中
、美
浜
町
社
協
を
含
む
全
国
の
市

区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、地
域
の
特
性

を
踏
ま
え
、創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
様
々
な
独

自
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、そ
れ
は

「
現
在
町
民
の
み
な
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
こ
と
は

何
な
の
か
」「
地
域
の
み
な
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な

場
や
機
会
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
」と
い
う
、

ニ
ー
ズ（
需
要
）の
把
握
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」は
、そ
う
し
た「
自
分

が
住
む
地
域
の
課
題
」を
把
握
し
、「
そ
の
課
題

に
対
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
」と
い
う
計
画
で
あ

り
、令
和
５
年
度
は
新
し
い
第
５
次
の
計
画
策

定
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

S
D
G
s
と
社
会
資
源

S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
略
。
世

界
の
様
々
な
問
題
を
解
決
し
、す
べ
て
の
人
に

と
っ
て
よ
り
良
い
世
界
を
作
る
た
め
に
設
定
さ

れ
た
17
の
目
標
）は
、「
社
会
的
孤
立
の
解
消
と

社
会
開
発
」を
軸
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

福
祉
活
動
の
推
進
に
お
い
て
、以
前
か
ら
課
題

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、S
D
G
s

の
策
定
で
、よ
り
社
会
的
な
課
題
と
し
て
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、そ
の

社
会
的
孤
立
や
孤
独
は
、近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
よ
り
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、社
会
的
な
福
祉
課
題
は
日
々
変

化
し
て
お
り
、そ
の
中
で
推
進
し
て
い
く
福
祉
活

動
も
柔
軟
に
変
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
、そ
の
時
々
の

地
域
課
題
に
則
し
た
、

新
た
な
社
会
資
源
の
創

出
が
大
切
で
あ
る
理
由

の
ひ
と
つ
で
す
。

も
が
そ
の
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
、

そ
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
す
べ
て
の
も

の
を
、「
社
会
資
源
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
町
が
実
施
す
る
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
、
社
協
が
実
施
す
る
各
種
事
業
の
他
に
、

み
な
さ
ん
の
地
域
で
実
施
さ
れ
る
あ
ら
ゆ

る
「
つ
な
が
り
づ
く
り
の
場
」
も
含
ま
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
健

康
体
操
等
の
集
い
場
、
そ
し
て
集
落
行
事

や
老
人
ク
ラ
ブ
・
婦
人
会
等
の
グ
ル
ー
プ

活
動
、
さ
ら
に
は
仲
の
良
い
方
同
士
の
何

気
な
い
お
し
ゃ
べ
り
（
井
戸
端
会
議
）
も
、

大
切
な
社
会
資
源
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

そ
れ
ら
の
機
会
が
、
自
分
の
悩
み
や
悲
し

み
を
他
者
と
分
か
ち
合
え
る
場
と
な
り
、

延
い
て
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
す

る
こ
と
で
孤
立
感
の
解
消
に
も
つ
な
が
り

得
る
か
ら
で
す
。

何
気
な
い
あ
い
さ
つ
の
一
言
で
も
、「
い

つ
も
と
雰
囲
気
が
違
う
な
」
と
か
「
前
は

よ
く
お
会
い
し
て
い
た
の
に
、
最
近
見
か

け
て
い
な
い
な
」
な
ど
、
地
域
に
住
む
方

の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
付
く
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
気
付
き
が
、

身
近
な
人
達
の
困
り
ご
と
を
キ
ャ
ッ
チ
す

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
ま
た
地
域
住

民
の
声
を
福
祉
関
係
者
の
方
が
キ
ャ
ッ
チ

す
る
こ
と
が
、
社
会
資
源
創
出
の
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）。

「
社
会
資
源
」
と
は
、
つ
ま
り
自
分
、
そ

し
て
誰
か
の
生
活
が
よ
り
良
く
な
る
た
め

の
〝
種
〞
で
す
。
地
域
に
す
で
に
あ
る
、

た
く
さ
ん
の
〝
種
〞。
そ
れ
を
町
民
の
み
な

さ
ん
と
育
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
美
浜
町

社
協
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ほ
っ
と
か
な
い
ま
ち
づ
く
り

創
り
出
す
„福
祉
”

お
で
か
け
ワ
ゴ
ン

第4次地域福祉活動
計画はこちらから

美浜町社協は「ふくい
SDGsパートナー」です

本記事を読んでのご意見・ご感想などをお聞かせくださ
い。各集落で取り組んでおられることについても教えて
いただけたら嬉しいです。

　　　美浜町社協
ＬＩＮＥアカウント
電話：３２-１１６４

あなたの声を
聞かせてください

平
成
30
年
度
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、特
に
80
代
以
上
の
方
が
、買
い
物
や

移
動
な
ど
の
外
出
を
困
り
ご
と
と
し
て
選

択
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
車
な
ど
の
移
動
手

段
が
な
い
方
の
お
出
か
け
を
お
手
伝
い
す

る「
お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
」が
令
和
3
年
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
食
材
や
日
用
品

の
お
買
い
物
、ま
た
銀
行
等
へ

の
移
動
と
し
て
活
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
の
活
動
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
会 

 

大
切
な
方
を
失
く
し
た
人
へ
の
寄
り
添
い
の
場

ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

あ
る
町
民
の
方
か
ら
、「
こ
の

悲
し
み
や
辛
さ
を
共
有
で
き
る

場
が
ほ
し
い
」と
の
声
が
あ
り
、お

は
な
し
会
を
始
め
ま
し
た
。
ご
遺
族
の
方

に
寄
り
添
う
活
動
を
し
て
い
る
、グ
リ
ー

フ
ケ
ア
協
会
の
方
を
招
き
、参
加
者
同
士

が
悲
し
み
を
分
か
ち
合
い
、前
向
き
に
な

れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
参
加
者
か
ら
は「
身
内
で
は
話
し

に
く
い
こ
と
も
、こ
こ
で
は
気
兼
ね
な
く

話
せ
る
」と
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

料
理
教
室

普
段
、町
民
の
方
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
食
材
等
を
お
届
け
し
て
い
る
、経
済

的
に
困
っ
て
い
る
世
帯
の
方
か
ら
、「
お
金

が
な
い
け
ど
自
炊
が
で
き
ず
、ス
ー
パ
ー

の
お
惣
菜
ば
か
り
購
入
し
て
し
ま
う
」「
食

材
を
も
ら
っ
て
も
料
理
が
で
き
な
い
」と
の

声
が
聞
か
れ
た
た
め
、料
理
教
室
を

は
じ
め
ま
し
た
。
現
在
で
は「
少

し
様
子
が
気
に
な
る
」と
い
う

方
々
と
社
協
、そ
し
て
地
域

の
方
が
関
わ
り
を
持
つ
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
喫
茶   

は
あ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

「
人
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会

が
減
っ
て
い
る
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
場
が
減
っ
て
い

る
」と
の
声
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ま

た「
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
、体
育
館

の
よ
う
な
広
い
場
所
が
あ
る
と
嬉
し
い
」

と
の
声
か
ら
、は
あ
と
ホ
ー
ル
の
開
放
も

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
の
活
動
の
場
、そ
し
て
世
代
を
問

わ
ず
集
え
る
場
と
し
て
活
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

お
は
な
し
会
の
様
子

（
写
真
左
か
ら
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

坂
田
俊
明
さ
ん
、辻
井
正
子
さ
ん

お
昼
の
お
弁
当
も
大
人
気
で
す
！

地
域
の
方
と
お
料
理

みなさんの声が形に
アンケートや町民のみなさん
との関わりの中から、社協の
事業が生まれます。ここでは
その一例を紹介します。

誰
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コロナ禍は私たちの生活に様々な

影響を及ぼしました。地域コミュニ

ティの希薄化や孤立した世帯の増加

など、地域の生活課題は多様化、かつ

複雑化しています。こうした個人の

困りごとを、地域全体で「私たちの問

題」として捉え、つながり支え合うこ

とができる地域づくりを目指します。

令和5年度は「第5次美浜町地域福

祉活動計画」と「第2次美浜町社協発

展強化計画」の策定の年となるため、

町行政をはじめとした関係機関と連

携し、「ひとりのしあわせのために　

みんなで育む　ほっとかないまち」の

実現に向けて取り組んでいきます。

令和5年度 基本方針

美
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
計
画
・
予
算

B 19.3%

G 0.6%

O 
0.1%

N 0.1%

J 74.9%

M 0.1%

K 14.0%

L
10.8%

C 12.0%

E 1.8%
F 1.1%

I 
0.1%

H 0.1%

D 2.8%

A 62.2%

（単位：千円）

（単位：千円）

介護保険事業収入 １７５，９４６

受託金収入 ５４，８２２

補助金収入 ３３，８９１

障害福祉事業収入  ７，８９６

会　　　費 ４，９５４

寄付金収入 ３，０００

事業収入 １，８１３

そ　の　他 ３１９

生活困難者総合相談
生活支援事業収入  

５０

合　　　計 ２８２，６９１

A

B

C

D

E

F

G

H

I

収入 支出

人件費支出 　２１１，８２１

事業費支出 　　３９，４７９

事務費支出 　　３０，５１１

固定資産取得支出 ３９９

助成金支出 　　 　　３１２

負担金支出 　　 　　１４４

合　　　計 ２８２，６６６

J

K

L

M

N

O

令和5年度

※本紙面の事業計画・予算は、内容を抜粋して掲載していますので、事業計画全体の情報が必要な方は、　　　　美浜町社協ＨＰ（8ページ下のＱＲコードより）をご覧いただくか、事務局（電話32-1164）までご連絡をいただけますようお願い致します。

包括的な支援体制づくり

◉ 福祉委員会活動への支援と、あらた
な設置に向けた支援

◉ 福祉委員、民生児童委員との連携と
活動のサポート

◉ 心配ごと相談所、弁護士相談所、司
法書士相談所の開設

◉  SNSでの相談受付（公式LINEなど）

◉ 日常的な金銭管理をサポートする
日常生活自立支援事業

◉ 生活福祉資金貸付事務と償還指導

◉ みんなの集い場づくりと開催支援
（みんなの食堂、ふれあいサロンなど）

◉ 第5次地域福祉活動計画の策定

重点目標 1
組織体制の構築と連携強化

◉ 第2次発展強化計画の策定

◉ 事業継続計画（BCP）の策定

◉ 介護保険サービスの実施、障がい福
祉サービスの実施、制度のはざまの
方への支援

◉ ほほえみ弁当の実施と管理栄養士
による個別指導

◉ 在宅障がい児（者）の日帰り旅行の
実施

◉ 福祉機器等の貸し出し（福祉車両、
車いす、歩行器、ポータブルトイレ等）

◉ すみずみ子育てサポート事業の
実施（子育て世帯への家事支援）

重点目標 2
社会資源の開発

◉ 料理教室（生活困難者対象）の開催

◉ 大切な方を亡くした人への寄り添
いの場（グリーフケア）の開催

◉ はあとふる家族風呂の実施

◉ 買い物等への支援「おでかけワゴン」
の実施

◉ 「ボランティア喫茶はあとステー
ション」の実施

◉ 小中学校制服リユース事業の実施

◉ ファミマフードドライブへの参加
（町内3店舗との連携）

重点目標 5
地域ぐるみ福祉教育の推進

◉ 福祉学習の授業への協力（プログラ
ムづくり支援）

◉ 地区公民館の事業への参加、協力

◉ 福祉のまちづくり集会の開催

◉ 福祉の仕事説明会への参加

重点目標 4
災害時の支援体制

◉ 自主防災組織と福祉委員会の連携
支援

◉ 災害時相互支援協定における災害
時県内市町社協への支援

◉ 災害時福祉避難所運営への協力と
災害ボランティア連絡会立ち上げ
協力

◉ 福井県災害派遣福祉チーム（福井
DWAT）への登録（大規模災害発生時
に被災地へ職員派遣）

重点目標 3

◉ 第５次地域福祉活動計画の策定　　　　　　　　　　　　　　　
地域課題の把握とその課題に対する取り組みを、町民のみなさんと一緒に考え、

具体的に活動していくための計画です。令和5年度は、第5次地域福祉活動計画

の策定年度です。

新たな取り組み

美浜町社協では社協だよりを
はじめとした多角的な情報発信
を目指し、Facebookや公式LINE
などの各種SNSアカウントを開
設しています。また、美浜町社協
YouTubeチャンネルでは、町民の
みなさんお一人おひとりが主役
のコーナー「あなたにスポット」
をはじめとして、
集落自慢コンテ
ストの様子も配
信中！ぜひご覧
ください。 各種SNS

予算総額
２８２，６６６,０００円
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南市区の “ひなまつり” 
顔と顔でつながろう

2月18日～3月5日、南市区の西部集会所で「ひな
まつり」が開催されました。南市区の民生児童委員、
岡本美紀さんにお話を伺いました。

　コロナの影響で人が集まる機会や、外出の機会

が減っていた中で、「ひな人形を飾ってたくさんの

方に楽しんでもらおう」と思いついたのがきっか

けです。福祉委員会のメンバーが中心となってひ

な人形を展示し、結果的には集落内外の様々な

世代の方が足を運んでくださいました。

　また、区民の方から「こういう場があると、

みんなとおしゃべりができていいね」「たまにここ

を開放してくれないかな」との声があり、今後毎月

１回、集会所を開放することにしました。福祉

委員会として大がかりな準備をするのではなく、

区民の方が自由に、そして気軽に出入りできる場

を設けることで、継続的に人が集まれる場の開催

につなげられたらと思っています。

　先日開催したおでかけサロン（お花見）でも、

参加者の方々が久しぶりに顔を合わせ、お互いの

体調を気に掛け合ったり、近況を報告し合ったり

する姿が見られました。あらためて、実際に顔と

顔を合わせることで感じられる、人と人のつなが

りの大切さを実感しました。

美浜町社協では、世代や障がいの有無などにかかわらず、
町民一人ひとりが美浜町に住んでいてよかったと思えるよ
う、『ひとりのしあわせのためにみんなで育む「ほっとかな
い」まち』を目標に、活動しています。　
皆様から寄せられた社協会費は、地域福祉事業に有効に
使わせていただきますので、どうぞご協力をよろしくお願
いいたします。

Ｑ．世帯会費ってなに？
社協は民間組織の自主性と、広く住民に支えられた公共性を
持っています。皆様からお預かりする会費は、社協の地域福
祉活動の推進において、非常に貴重な財源となっています。

Ｑ．なぜ集めるの？
社協は、社会福祉法第109条において、地域福祉の推進役
として位置づけられています。またこの法律は、地域福祉
への住民参加・住民主体を理念としています。その方法の
ひとつとして、「自分たちの地域のために」「自分たちで出
し合い」「自分たちのために使う」という、世帯会費制度を
設けています。

世帯会費のお願い

年会費額 1,000円（１世帯あたり）

国際ソロプチミスト敦賀様より、弥右ヱ門
さん家に折りたたみテーブル、ソファ、クリップボード

をご寄付いただきました。大切に使わせていただきます。

ありがとうございました。

（左から）ゆうあい倶楽部顧問 山本武志さん、同代表 近藤昌美さん、
乙見社協会長、ゆうあい倶楽部事務局長 小幡修平さん

ゆうあい倶楽部様
より、吉右ヱ門さん家に、

ダイニングチェアと丸イス

をご寄付いただきました。

利用者のみなさんに喜んで

いただけるよう大切に使わ

せていただきます。ありが

とうございました。

【ゆうあい倶楽部加盟団体】
東洋紡労組合 敦賀支部 様
関西電力労組原子力事業本部支部 様
日本原電労組敦賀分会 様
北陸電力労組敦賀分会 様
原電エンジニアリング労組敦賀分会 様
敦賀フイルム労組 様
原子力ユニオン敦賀支部 様
真和運動労組 様
沢田運動労組 様

美浜町社協

ご寄付をいただきました

美浜町社協では、各集落から50世帯に１名を目安
に福祉委員をお願いしています。この度、一部の集
落で福祉委員さんが交代・就任されました。今後、集
落内の福祉活動や身近な相談窓口としてご活躍が
期待されます。よろしくお願いします。任期は令和6
年8月31日までです。

福祉委員就任のお知らせ

日向区　　　退任 中村則代氏　就任 知場義一氏

けやき台区
　退任 平本欣也氏　就任 竹田将志氏

　　　　　　　  退任 平本育恵氏　就任 竹田諭子氏
丹生区　　　退任 納谷昇治氏　就任 浜野利彦氏 そ

ん
な
時
の

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す

心配ごと相談

予約不要

毎週火曜日
午後１時～３時

家族が家に閉じこもりがち、
仕事が続かないなど。
ちょっと話を聞いてほしいだけ
でもかまいません。

司法書士法律相談

予約必要（下記連絡先にご連絡ください）

毎月第２火曜日
午後１時～３時

相続や財産管理、
自己破産手続など

弁護士法律相談

奇数月第３火曜日
午後１時～３時

法律に関すること全般

心配ごと相談
 

弁護士法律相談

司法書士法律相談

《相談員》 《会　場》
美浜町保健福祉センター
はあとぴあ

《お問い合わせ・予約》
美浜町社会福祉協議会 ℡32-1164

民生児童委員、保護司、
人権擁護委員、行政相談委員

福井県弁護士会

福井県司法書士会

相談は無料です

※8/16、1/2はお休みです

困
っ
た
な
ぁ
︑
ど
う
し
よ
う…

折
り

紙
の可
愛らし

いひな人形も

区民の方の「気軽なおしゃべりの場がほしい」というニー
ズを福祉委員会としてキャッチし、それが新たな「集い場」と
いう社会資源の創出（2～３ページ参照）につながりました。

福 祉 委 員 会
メ ン バ ー で
準備

保育園の子ども
達も足を運んで
くれました

お花見サロン
の様子
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